
   

 

 

現在の日本林業の状況とその分析、そして昨今の林業政策について理解を深めるとと

もに、改質木材研究の最先端を知ることで、津山地域の林業、木材産業が進むべき方向

を示唆頂きます。ぜひご参加下さい。 

 

１ 日時・場所  

【日時】平成30年10月12日（金）14:00～17:00 

                交流会17:30～（会費5千円） 

  【場所】津山市役所東庁舎１F E101会議室（津山市山北663） 

 

２ 内 容  

(1) 講演 「林業政策の盲点 ～何が地域を豊かにするか～」  

         講師：森林ジャーナリスト 田中 淳夫氏 

 

 

 

 

 

 

(2) 講演 「木材の高機能化を可能とするケボニー化とは？」 

          講師：京都府立大学 副学長  教授 宮藤 久士氏           

 

 

 

 

(3)交流会  

  会場：焼肉千恵（津山市津山市小性町39） 

会費：5千円（当日ご持参ください） 

 

３ 参加申込み  

裏面「参加申込書」にて、つやま産業支援センターへE-mail又はFAXによりお申し込

みください。 

 

【申 込 先・問い合わせ先】 

つやま産業支援センター （担当：沼、小野） 

TEL：０８６８－２４－０７４０    FAX:０８６８－２４－０８８１ 

 

 
申込期限：平成30年10月3日（水） 

日本唯一にして日本一の森林ジャーナリスト。自然の象徴としての「森林」から

人間社会を眺めたら新たな視点を得られるのではないか、という思いで執筆活動

を展開。森林、林業、そして山村をメインフィールドにしつつ、農業・水産業な

ど一次産業、そして自然界と科学（主に生物系）研究の現場を扱う。自然だけで

はなく、人だけでもない、両者の交わるところに真の社会が見えてくる。著書に

『森と日本人の 1500年』（平凡社新書）、『森は怪しいワンダーランド』（新泉社）

など多数。 

ケボニー化処理は、カナダのマーク・シュナイダー博士が１９９０年代に発明し

た技術でノルウェーのケボニー社が２００９年に実用化。技術的にはフルフリル

アルコールを木材に含浸させ、木質細胞内部にフラン樹脂を生成させるもの。腐

朽に強くなり、硬度が増し寸法安定性も飛躍的に高まることが立証されており、

針葉樹を広葉樹のように改質できることに注目が集まっている。 



 

 

木材産業の未来図（10/12）参加申込書 

 

つやま産業支援センター 行 

E-mail：info@tsuyama-biz.jp 

FAX：０８６８－２４－０８８１ 

 

会社・団体名  

参加申込 

所属・役職 氏 名 交流会（〇×） 

   

   

   

   

   

   

備  考 

 

 

 

※この申込書に記載された個人情報は、主催機関で共有いたしますのであらかじめご了承ください。なお、当該情報は個人情

報保護法に従って適切に取り扱い、法令に定める場合を除き第三者に提供することはありません。 

 

 

10/3（水）締切 


